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花
盛
器

花
盛
器

宜

牌
目

依

頼

者

日
本
根
術
協
會
理

事

西

成

甫

七
個
l

昭
和
十
一
年
七
月
一
日
昭
和
十
一
年
九
月
四
日

年
九
月
十
四
日
同
年
十
月
二
十
二
日
製
林
省
馬
政
局

昭
和
十
二
年
三
月
十
一

十
二
年
1

一
月
五
日
日

弐
個

一同

弐
個

一同

同

上

興
七
リ

昭
和
十
二
年
三
月
卒
業
ス
ベ
キ
各
本
科
選
科
並
二
岡
聾
師
範
科
生
徒
九
十
五

名
ノ
実
地
修
學
ノ
為
本
年
度
ノ
初
四
月
六
日
ョ
リ
同
月
二
十
一
日
迄
十
六
日

間
数
授
二
名
生
徒
主
事
一
名
助
数
授
一
名
書
記
一
名
諧
師
一
名
之
ガ
引
率
又

ハ
附
添
二
任
シ

三
重
京
都
奈
良
ノ
一
府
二
縣
二
出
張
シ
著
名
ナ
ル
神
社
佛
閣

等
ヲ
歴
誤
シ
テ
美
術
上
ノ
実
地
研
修
ヲ
ナ
ッ
タ
リ

本
校
二
於
テ
ハ
生
徒
皆
通
學
ナ
ル
ヲ
以
テ
寄
宿
舎
二
闊
シ
テ
申
報
ス
ベ
キ
事

項
ナ
シ

賂
来
施
設
上
重
要
卜
認
ム
ル
件

昭
和
四
年
度
以
降
報
告
と
一

大
講
堂
新
設
ノ
件
戸
ぽ
同
文
に
つ
き
省
略
。

昭
和
九
年
度
以
降
報
告
一

璽
皿
師
範
科
ノ
修
業
年
限
ヲ
四
年
二
延
長
ス
ル
ノ
件
丁
両
文
に
つ
き
省
略
。

墨
巌
室
設
置
ノ
件
〔
疇
鱈
咋
請
賛
]

維
件生
徒
宜
験
ノ
資
二
供
ス
ル
為
諸
所
ョ
リ
依
嘱
ヲ
受
ケ
製
作
二
従
事
ジ
タ
ル
モ

ノ
、
中
重
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
撃
グ
レ
バ
左
ノ
如
シ

依
屎
製
作
一
屁

品

敷

誠

受

託

年

度

竣

工

年

度

東
京
美
術
學
校
服
務
ヲ
命
ス

内
閣

助

数

授

松

田

義

之

東
京
美
術
學
校
服
務
ヲ
免
ス

同
一
月
二
十
日
陸
軍
省

歩
兵
第
一
聯
隊
附
陸
軍
歩
兵
中
佐

陸
軍
省

松

崎

逹

郎

森
重

幡
雄

同
文
部
省
講

師

金
澤
丸
山

義
男
柑
治

同

和
田

数

授

依
願
解
秘
同
十
二
月
十
六
日
本
校

叙
従
六
位

同
十
二
月
二
日

涵
洲
國
へ

出
張
所
ヲ
命
ス

[美
〕

任
東
京
表
術
學
校
助
数
授
昭
和
十

一
年
一
月
八
日
文
部
省

野
砲
兵
第

一
聯
隊
附
陸
軍
砲
兵
少
佐

任
東
京
美
術
學
校
教
授

赦
練
査
閲
報
告

同
一
月
八
日

叙
高
等
官
七
等

同
一
月
二
十
日

岡
田
三
郎
助
三
造

本
校
数
練
査
閲
は
例
年
十
一
月
下
旬
宜
施
せ
ら
れ
つ

4

あ
り
し
が
、
本
年
は

[矩
〕

講

師

新

規

矩

男

講

師

杉

田

糀

依
願
解
雁
同
十
一
月
二
十

六

日

本

校

屈

〔且
〕

帝
圏
美
術
院
會
院
被
仰
付
昭
和
十
年
六
月
l

日

内

閣

職
員
辟
令

各
通

同
十
二
月
十
八
日

宮
内
省

各
通

粕

谷

仲

数

投

和

田

＝一浩
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／
＼
盆
々
感
心
も
す
る
で
せ
う
。

も
の
で
す
。
自
分
で
木
口
版
宝
で
も
彫
つ
て
み
た
ら
、
あ
の
根
氣
に
は
未
だ

〔清
〕
先
生
を
思
ひ
出
し
て
下
さ
い
。
今
日
版
書
放
室
で
平
塚

〔運
一

〕
先
生

が
、
今
と
な
っ
て
は
懐
し
く
顔
が
浮
か
ん
で
く
る
合
田
先
生
の
木
口
版
需
を
持

つ
て
来
て
見
せ
て
く
れ
た
の
で
す
。
細
か
い
曲
線
の
配
列
、
歪
ん
だ
鏡
で
簸
を

見
る
様
な
ビ
ュ
ラ
ソ
の
彫
り
に
、
其
の
根
氣
一
艮
さ
を
い
や
に
感
心
し
て
眺
め
た

ぬ
ざ
ベ s兄
足
下ぬ
ざ
ぽ
ん

版
盟
敦
室
便
り

い
る
そ
ん

査
閲
官
の
止
む
を
得
ざ
る
故
即
と
且
前
配
屈
将
校
森
爪
赦
官
の
病
氣
入
院
等
の

闊
係
上
延
期
に
延
期
を
重
ね
去
る

一
月
二
十
四
日
午
前
九
時
よ
り
校
内
運
動
場

〔て〕

に
於
て
宜
施
せ
ら
る
。
之
れ
よ
り
先
、

一
月
二
十
日
附
を
以
に
東
京
柴
學
専
門

學
校
服
務
陸
軍
歩
兵
中
佐
松
崎
逹
郎
氏
本
校
兼
務
を
焚
令
せ
ら
れ
翌
二
十
一
日

着
任
親
し
く
指
祁
せ
ら
れ
各
學
年
次
の
如
き
科
目
を
宜
施
せ
り
。

豫
科
、
師
一

、
分
隊
密
集
放
練
、
散
兵
各
個
放
練
、
各
本
科
一

、
執
銃
各
個

数
練
、
分
隊
疎
開
赦
練
、
各
本
科
二
、
師
二
、
小
隊
疎
開
赦
練
、
中
隊
密
集
数

練
、
各
本
科
三
、
師
三
、
中
隊
密
集
、
疎
開
赦
練
、
各
學
年
學
科
諮
問

営
日
は
幸
に
も
好
天
氣
に
恵
ま
れ
美
校
五
百
の
健
兒
勇
躍
奮
闘
の
結
果
大
に

其
の
慎
債
を
装
揮
し
査
閲
官
た
る
歩
兵
第
一
旅
園
長
佐
藤
少
賂
閣
下
よ
り
一
艮
好

と
の
講
評
を
受
け
た
り
、
尚
、
査
閲
常
日
は
酷
寒
の
折
に
も
不
拘
校
長
先
生
始

め
各
科
数
官
多
敷
参
列
せ
ら
れ
大
に
生
徒
の
志
氣
を
鼓
舞
せ
ら
れ
た
り
妓
に

厚
く
惑
謝
の
意
を
表
す
次
第
な
り
。

え
る
そ
ん

と
佛
文
法
を
習
っ
た
合
田

る
如
く
、
版
盟
に
よ
っ
て
最
も
適
切
に
表
は
せ
る
生
活
も
あ
る
の
で
す
。

矢
張
り
自
分
で
手
掛
が
け
て
見
な
い
と
一艮
さ
は
判
ら
な
い
、
例
へ
ば
で
す
、

レ
ン
ブ
ラ
ソ
ド
の
エ
ッ
チ
ソ
グ
で
す
。
尤
も
縮
を
描
く
腕
も
い
4

で
す
が
製
版

の
技
術
と
来
た
ら
ぞ
つ
と
す
る
程
に
怖
い
で
す
か
ら
。
又
言
ひ
ま
す
、
手
が
け

て
み
な
い
と
判
ら
な
い
。

油
綸
描
き
に
は
油
給
だ
け
、
木
彫
家
は
木
彫
だ
け
狭
く
深
く
油
井
の
様
に
竪

坑
を
堀
れ
ば
い

4
と
云
ふ
考
へ
方
も
あ
る
で
せ
う
。
然
し
版
證
を
や
る
と
、
同

じ
油
給
や
る
に
し
て
も
視
野
が
廣
く
な
る
、
と
云
っ
た
―意
味
の
事
を
田
邊
〔
至
〕

先
生
は
述
べ
て
ゐ
ら
れ
ま
す
。

ゴ
ー
ガ
ソ
の
ノ
ア
ノ
ア
の
版
書
を

S
兄
、
僕
は
い
つ
か
費
兄
に
頂
き
ま
し
た

ビ
カ
ソ
も
マ
チ
ス
も
版
盟
を
や
つ
て
ゐ
ま
す
。
毀
兄
の
好
き
な
ム
ソ
ク
は
石

版
の
作
品
も
多
い
で
す
が
、
あ
の
北
欧
人
の
憂
愁
に
額
へ
る
神
鰹
が
、
ト
ラ
イ

ポ
イ
ソ
ト
の
版
盟
に
よ
っ
て
心
憎
い
ま
で
に
語
ら
れ
て
ゐ
る
の
を
御
存
じ
で
せ

ぅ
何
度
も
書
き
ま
す
が
、
自
分
で
手
が
け
て
み
な
い
と
判
ら
な
い
。
ほ
ん
と
に

判
ら
な
か
っ
た
話
が
あ
る
の
で
す
。゚

ヒ
サ
ロ
の
素
描
と
ば
つ
か
り
思
ひ
込
ん
で

眺
め
て
ゐ
た
も
の
が
、
今
に
な
つ
て
見
る
と
其
が
ソ
フ
ト
ニ
ッ
チ
ソ
グ
だ
っ

た
。
然
し
唯
そ
れ
だ
け
の
知
識
を
穫
た
ゞ
け
で
そ
ん
な
事
知
ら
な
く
と
も
縮
は

描
け
る
、
と
言
ひ
捨
て
る
手
も
あ
り
ま
せ
う
が
、
今
更
學
而
第
一
で
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
知
る
事
は
生
む
事
の
豫
想
を
胎
み
ま
す
。
生
活
罷
験
の
披
充
と
い
ふ

も
の
で

せ
う
。
例
へ
ば
小
説
よ
り
戯
曲
の
方
が
よ
り
適
切
に
表
は
す
世
界
が
あ

ア
ク
ア
チ
ン
ト
版
の
理
解
は
な
く
し
て
は
ゴ
ヤ
の
版
羞
は
判
ら
な
い
。
引
い

て
は
ゴ
ヤ
の
藝
術
は
正
し
い
批
判
鑑
賞
ま
で
に
至
ら
な
い
と
も
云
へ

る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
、
云
へ
る
で
せ
う。

第2窪 制度確立期 732 



版
盟
を
研
究
し
て
る
生
徒
は
木
版
、

と
に
角
僕
は
版
霊
の
一
年
坊
主
で
偉
さ
う
な
事
は
書
け
な
い
、
害
け
も
し
な

い
の
で
す
。

版
整
藝
術
の
債
値
に
就
い
て
は
も
っ
と
僻
い
人
の
著
書
に
も
出
て
ま
せ
う

し
、
費
兄
が
思
ひ
出
し
た
様
に
隔
年
位
に
下
さ
る
年
賀
状
の
版
聾
は
僕
な
ん
か

よ
り
う
ん
と
味
な
も
の
で
す
。

貴
兄
が
學
校
に
居
ら
れ
た
頃
は
版
盛
部
と
い
う
存
在
は
あ
り
ま
し
た
が
、
版

聾
赦
室
の
設
罹
は
無
か
っ
た
の
で
し
た
。

版
聾
数
室
が
出
来
た
の
は
今
年
か
ら
で
す
。

版
證
部
時
代
は
研
究
も
木
版
だ
け
に
限
ら
れ
て
ゐ
た
や
う
で
し
た
が
、
今
は

堂
々
と
一
戸
を
梢
え
た
版
霊
赦
室
な
の
で
す
。

工
藝
科
赦
室
の
窓
下
を
通
つ
て
行
く
工
藝
科
の
塑
造
室
を
知
つ
て
る
で
せ

う
、
食
堂
の
裏
で
す
。
あ
そ
こ
の
庭
の
突
嘗
り
に
厳
い
板
扉
を
左
右
に
推
し
開

い
た
建
物
が
版
聾
数
室
で
す
。

外
見
は
物
置
み
た
い
で
す
が
、
午
後
の
日
ざ
し
が
斜
に
射
し
込
む
土
間
に
入

〔
ブ
〕

れ
ば
、
其
慮
に
素
睛
ら
し
い
ブ
レ
ス
が
二
本
の
大
き
な
鐵
の
ロ
ー
ラ
ー
を
光
ら

し
て
据
え
ら
れ
て
ゐ
る
の
を
見
る
で
せ
う
。
隅
つ
こ
の
ヒ
ー
ク
ー
で
は
誰
か
ァ

ク
ア
チ
ン
ト
製
版
の
た
め
に
樹
脂
を
固
着
さ
せ
て
ゐ
る
の
か
も
知
れ
な
い
後
姿

も
見
る
で
せ
う

混
土
の
土
間
か
ら
左
へ
部
屋
が
深
く
紹
い
て
長
机
の
置
か
れ
た
板
の
間
、
そ

れ
か
ら
之
は
叉
性
を
敷
き
つ
め
た
寺
小
屋
み
た
い
な
一
段
高
い
一
室
、
そ
れ
に

相
應
し
い
机
が
行
儀
よ
く
整
列
し
て
ゐ
る
の
で
す
。

紺
、
彫
刻
科
と
エ
藝
科
の
岡
案
部
の
三
四
年
生
か
ら
希
望
者
を
募
つ
て
詮
衡

s兄
足
下

ェ
ッ
チ
ソ
グ
各
二
十
名
、
日
本
粛
、
油

雑
誌
の
挿
籍
で
す
。

〔
た
〕

し
、
指
導
に
常
て
ら
れ
る
の
は
エ
ッ
チ
ソ
グ
を
田
邊
数
投
と
松
田
義
之
敦
投
木

版
は
此
数
室
の
た
め
祈
し
く
平
塚
運

一
先
生
が
學
校
へ
招
か
れ
て
ゐ
ま
す
。

田
邊
先
生
も
時
に
檄
大
鋭
を
覗
き
こ
ん
で
製
版
さ
れ
る
の
で
す
。
そ
ん
な
時

な
ど
先
生
を
園
ん
で
の
つ
ぽ
逹
が
取
巻
く
の
で
憮
お
手
許
が
暗
い
事
だ
ら
う
と

想
像
し
て
下
さ
い
。

僕
逹
の
エ
ッ
チ
ソ
グ
で
も
、
先
生
に
イ
ソ
キ
ソ
グ
し
て
貰
ふ
と
一
寸
見
違
ヘ

る
ほ
ど
な
ん
で
す
が
、
斯
ん
な
事
に
も
用
意
と
熟
練
と
理
解
の
深
さ
を
考
へ
さ

せ
ら
れ
ま
す
。

松
田
先
生
は
ド
ラ
イ
ボ
イ
ン
ト
や
ソ
フ
ト
グ
ラ
ウ
ソ
ド
、
又
は
盤
化
鐵
に
よ

る
腐
飾
版
を
製
作
し
て
無
言
の
指
導
に
堂
ら
れ
ま
す
。
い
や
無
言
と
言
っ
て
も

ロ
で
は
僕
逹
と
無
駄
話
な
ど
交
は
し
な
が
ら
で
す
。

平
塚
先
生
は
風
呂
敷
包
を
か
4

え
な
く
て
は
出
勤
さ
れ
な
い
先
生
で
す
。
此

の
風
呂
敷
包
か
ら
何
が
出
る
か
、
そ
れ
は
先
生
の
蒐
集
に
か
4

は
る
古
版
聾
で

あ
っ
た
り
、
珍
本
に
濁
す
る
版
搬
入
り
の
古
霊
冊
、
或
は
外
國
版
の
木
口
版
棗

の
挿
給
の
あ
る
近
代
の
詩
集
だ
っ
た
り
、

エ
ッ
チ
ン
グ
の
生
徒
も
一
應
は
靴
を

脱
い
で
座
敷
に
上
る
癖
を
全
く
此
の
為
に
植
え
付
け
ら
れ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。

三
學
期
に
は
木
版
師
を
學
校
に
呼
ん
で
、
複
製
版
霊
の
彫
り
と
摺
り
の
宜
演
見

學
も
催
さ
れ
た
の
で
し
た
。
何
れ
叉
今
度
は
木
口
木
版
の
職
人
の
彫
り
を
見
學

す
る
計
霊
も
企
て
4
あ
る
の
で
す
。

版
盟
所
室
の
今
後
と
し
て
石
版
證
の
研
究
も
考
へ
ら
れ
よ
う
し
、
ビ
ュ
ー
ラ

ソ
彫
り
の
銅
版
盟
、
木
口
木
版
、

ェ
ッ
チ
ソ
グ
と
木
版
を
併
用
す
る
色
版
の
研

究
な
ど
も
営
然
こ
の
赦
室
で
試
み
ら
れ
痰
表
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
無
い
で
せ

う
か
。
之
は
直
接
製
版
と
は
瀾
係
浅
い
事
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
現
代
の
新
間
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は
な
い
。
如
何
で
せ
う
、
そ
う
で
す
常
り
前
で
せ
う
。

同

各

通

同

和
田

ニ
造

津

田

信

夫

同

六
角
注
多
艮

数

授

岡

田

三

郎

助

東
京
美
術
學
校
賑
ヲ
命
ス

罷
理
課
庶
務
掛
ヲ
命
ス

例
へ
ば
夕
刊
第
一
面
に
よ
く
見
受
け
る
、
挿
縮
甕
家
で
無
く
霊
家
の
描
い
た

挿
給
が
、
往
々
に
し
て
所
謂
職
人
的
挿
需
家
よ
り
見
劣
り
が
す
る
の
を
疲
見
す

る
で
せ
う
。

喪
に
調
子
が
落
着
か
な
か
っ
た
り
、
原
蜜
で
は
鋭
い
線
だ
ら
う
の
に
と
思
は

れ
乍
ら
も
鈍
い
の
は
、
驚
家
に
窟
員
銅
版
寓
員
凸
版
の
理
解
が
要
す
る
に
足
り

な
い
事
に
結
論
づ
け
ら
れ
る
と
思
ひ
ま
し
た
。

回
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
版
に
到
す
る
研
究
が
居
く
せ
ゐ
か
、
時
に
は
見
違
ヘ

る
ほ
ど
効
果
的
な
挿
組
に
替
つ
て
行
く
の
を
見
受
け
ま
す
。

現
代
綸
甕
の
露
出
面
は
一
っ
は
展
覧
會
藝
術
で
あ
り
、
他
の
一
っ
は
挿
縮
で

あ
る
と
も
考
へ
ら
れ
ま
す
。

其
は
純
文
藝
や
大
衆
通
俗
文
藝
と
は
又
違
っ
た
分
類
に
依
る
べ
き
も
の
か
知

れ
ま
せ
ん
が
、
挿
給
が
直
接
大
衆
に
燭
れ
喚
び
か
け
、
か
な
り
な
指
導
性
を
持

ち
得
る
も
の
で
あ
る
事
を
思
ふ
と
、
斯
か
る
方
面
の
製
版
に
到
す
る
知
識
も

一

と
ほ
り
は
此
の
版
粛
教
室
で
持
ち
た
い
、
こ
ん
な
事
も
考
へ
ま
す
。

曾
つ
て
の
日
本
美
術
は
版
霊
に
依
つ
て
代
表
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。
然
し
何

時
迄
廣
重
や
春
信
の
繰
り
返
へ
し
無
批
判
無
反
省
の
踏
製
で
も
あ
る
ま
い
、
之

等
先
人
の
作
品
の
理
解
研
究
の
上
に
今
日
の
日
本
は
今
日
の
日
本
の
版
霊
を
産

ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
唯
日
本
的
モ
チ
ー
フ
や
技
法
の
た
め
に
世
に
も
て
は
や
さ

れ
る
と
し
た
な
ら
ば
、
例

へ
ば
瓜
畦
の
一
音
楽
が
喜
ば
れ
る
傾
向
と
何
ら
の
髪
り

も
無
い
。
少
女
稲
田
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
が
は
る
ば
る
日
本
か
ら
来
た
少

女
と
い
ふ
ハ
ン
デ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
た
さ
れ
て
評
貼
さ
れ
る
の
だ
っ
た
ら
、

日
本

の
ス
ケ
ー
ト
界
は
淋
し
か
ら
う
。
今
日
の
版
壷
藝
術
の
理
念
は
そ
ん
な
も
の
で

第
二
部
部
屈
ヲ
命
ス

陸
叙
高
等
官
四
等

陸
叙
高
等
官
六
等

依
願
解
雇

叙
従
七
位

昭
和
十
一
年
二
月
一
日

職
員
僻
令

内
閣 文
部
省
各
通

同

鈴

川

信

各
通

師

鈴
川

昭
和
十

一
年
二
月
二
十
日

昭
和
十
一
年
一
二
月
二
日

昭
和
十
一
年
二
月
九
日

数
員
検
定
委
員
會
臨
時
〔委
〕
員
被
仰
付

同
年
同
月
同
日

同
年
四
月
一
日

學
校
記
事
〔
八
。

S
.
+

敦

授

田

邊

委

員

松

田

義

之

諧数本
校

内
閣

本
校

宮
内
省

六

・
三
〇
〕

授

教

授

廂

松
田

高
村
黒
岩

至
義
之
信
一

有

賀

活

郎
豊
周
吉
三

数

授

松

田

義

之
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0
黒
岩
〔
吉
一
―
-
]
厨

紐
理
課
庶
務
掛
と
し
て
勤
務
し
て
居
ら
れ
ま
し
た
が
家

事
の
都
合
上
退
職
せ
ら
れ
ま
し
た
。．

日

商

工

省

山

油

司
延

科

村

同

小

康

の

日

同

鈴

木

英

二

康

京

森

本

醇

一

幅

井

富
山
市
主
催
日
滴
産
業
大
博
覧
會
審
査
官
ヲ
嘱
託
ス

山
崎
覺
太
郎

伊
原
宇
三
郎

昭
和
十
一
年
五
月
十

白

雨

同

守

屋

正

岐

阜

同

あ

ぐ

り

船

同

東

京

助
数
投

水

郷

白

日

同

胄
木
榊
原
者
一
郎
義
雄

東

京

五
月
十
一
日

商
工
省

み
わ
さ
の
奥

同

藤

谷

正

春

東

京

数

授

富
山
市
主
催
日
滴
産
業
大
栂
覧
會
第
七
部
審
査
部
長
ヲ
頻
託
ス

信
夫

昭
和
十
一
年

満
洲
の
市
場

街

裏

同

津
田

同

辻介
光

栂

愛

知

勝
喜

佐

賀

叙
正
六
位

昭
和
十
一
年
四
月
十
五
日

宮
内
省

山

峡

の

秋

同

田

中

授

田
邊

至

丘

同

高
山

叙
動
四
等
授
瑞
賓
章

昭
和
十
一
年
四
月
十
五
日

昭
和
十
一
年
四
月
十
四
日

数

授

賞
動
局

数

仁

王

砂

辰
雄
忠
之

長

野

大

分

門

同

金
湖

山

形

寓
吾

同

山

ロ

臨
時
版
甕
数
室
赦
務
ヲ
底
託
ス

佐
々
木

本
校
小
林

同

山

形

孔

同

埼

玉

〔第〕弟
二
郡
兼
第
一
部
員
ヲ
命
ス

昭
和
十
一
年
四
月
八
日

同

東

京

同

同

山

口

同

六
角
注
杢
艮

津
田

信
夫

和
田

三
造

海

野

洞

商
工
省

同

東

ー、1JJ 

同 委

員

第
一
部
兼
第
二
部
員
ヲ
命
ス

委

員

工
藝
審
査
委
員
會
〔
委
員
〕
被
仰
付

同
年
四
月
八
日

内
閣

同

岡
田
三
郎
助

海

野

沖

卒
業
生
姓
名
卒
業
製
作
目
録
（
度
次
い
ろ
は
順
）

日
本
粛
科

函

徹

秋

色

川
ち
か
き
逍

挽

村

訛

村

小

景

秋

立

つ

濱

秋

郊

都

會

風

尿

本

科

井

上

迪

彦

服
郡
幸
太
郎

岡

部

秀

荻

原

勝

衛

若
海

鍋
吉

加
藤
幹
一

勝

木

宜
隆
善

化
~
取

〇
丸
山

〔
義
男
〕

助
教
授
板
橋
橿
練
馬
南
町
五
ノ
六
七
四

一
へ
轄
居
せ
ら
れ

ま
し
た
。
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ボ

ズ

同

同
薬
師
寺
孝
太
郎

山
中
清
一
郎

同

大

分

T
氏
像

同

赤

服

同

東

京

生
、
ヴ
イ
ナ
ス
（
校
刻
）

坐
せ
る
女
、
モ
ニ
ュ
マ
ン
試
作
（
正
行
訓

戒
ノ
一
部
）

少
女
胸
像
、

同 同 同 同 同 本
科

古

池

恒

雄

茨

城

柳

原

義

逹

兵

"
1
-月

ギ
タ

ー
を
持
て
る
女

臥

裸

婦

R
子

の

像

茶
色
の
洋
服

紫

衣

聾

家

の

像

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

司

同

周
平
俵
助
悦
夫
次
郎
梢
二

中

村

立

行

中
久
木
康
夫

野

口

徳

次

野

末

恒

三

静

岡

黒
川

泰

大

分

宮東

綺京

尚
友宜

芳
夫

能
美
八
重
夫

福

岡

吉
田

東

京

兵

印

新
田

宮

城

永
田

東

f'‘
 

1JJ 

石
田

佐

質

中
西

岡

山

憩裸

同

同

北
海
逍

、、一
牙

塑

辿

友

人

の

顔

女

の

首

女
人
像
、
男

卒

業

製

作

彫

＂＂づli)¥( 

部

婦

同

同

高
木
武
田
根
守

山

形

雪
國
の
ゴ
ム
靴
直
し

二

人

坐

像

赤
い
服
の
女

母

の

ひ

ざ

同

同

同

同

1

ー、廿

京

司

同

香
月
河
ロ

正
喜

福

岡

ジ
ャ
ケ
ツ
の
女

支

那

服

少

女

坐

像

同

同

卓
貞
三

．］ヽ廿

f‘ 
,

J

 

-）
 

岡

山

同

同

同

同

泰
男誠

山

一

正

島

取

口

同

同

上

原

コ
ス
チ

ュ
ー
ム

同

同

岐

阜

岡

山

セ
子
チ
ャ
ソ

花
を
持
て
る
女

同

同

栃

木

同

同

大

山

英

夫

川
田
恒
之
輔

埼

王

同

同

京

都

同

同

同

同

沌正信克
鴻彦雄義文

熊

本

紅

衣

同

同

李

石

樵

司
、

同

新

潟

マ
ド
モ
ア
ゼ
ル

K

同

同

沈

亨

求

大棗登京鼎］富
北畿
分州汽追鮮山

孤
岩
の
日
蓮

裸

姉

港

町

風

最

婦

人

坐

像

待

機

同

同

里
見
榊城廣

瀬
須
藤
須
澤
杉
山
杉
山
鈴
木

明

正

埼

玉

裸

婚

同

同

橋
本
富
山

艮
次

宵

衣

司

同

熊

本

裸 室

内

裸

女婦

同

同

輝
之
正
射

兵

罪

父

の

像

司

同

寺

田

春

一

赤

津

宜

齊

藤

齋

福

島

第2琺

同

同

池

田

東

京

ふ

た

り

同

同

神
奈
川

裸黒

衣

少

女

同

同

伊

藤

姉

司

同

．
 

岩
田

彰榮

烏

取

憩

ひ

同

同

江

守

編

男

東

京

東

京

裸

婦

同

同

船

越

逹

仁

栃

木

制度確立期

粧

ひ

日
盆

像

本

科

井

上

自

助

面

岡

婿

女

像

同

同

藤

岡

俊

一

郎

茨

城
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サ
ー
ビ
ス
と
宜
他
機
構

ウ
ヰ
ン
ド
ゥ
と
ア
ド
バ
ル
ー
ン
図
案

同 同

山

本

元

夫

京

都

祖

た目印

本

科

笠
木
敦
次
郎

1
1
)

ー^
、

廿^

1

、4

山
口

茂

，
 

京

莉

漆

工

部

東
洋
的
古
典
の
再
吟
味

同

吉

村

倭

石

川

室

内

咬

水

同

桑
田
忠
之
助

鳥

取

服
飾
日
本
ス
タ
イ
ル

年
齢
別
玩
具
闘
案

同

和
田

義

三

東

京

同

京

都

同

大

谷

文

雄

東

京

同

J

メー

立

像

静

思

、
軍

懃

女
子
立
像
、
少
女
立
像

工

藝

科

闘

案

部

観
光
列
車
及
國
際
列
車
用
食
謡
車
闘
案

兒
―童
轄
拝
堂
室
内
装
飾

同

戸
川
稲
垣
耕
四
郎
恨
一

東

:＇‘ -JJ 

同

中新原
堀 JII 

岐

印．

-
r'

1
1
 

弟

活

本

科

．ー、
1

カ

都

本

科

畑

正
夫
直
陳
太
郎
正
孝

富

山

本

科

多

田

貞

'‘
 iJJ 
都

同

哲
雄
六
郎
英
吉敦

佐
伯
留
守
夫

山

口

同

井
丸
法
元
高
橋
中
島

茨

城

滴

鍛

金

郡

鍛

鐵

壁

面

燭

磁

鈷

金

郡

浪
を
主
題
と
す
る
装
飾
的
立
陀

唆
辿
へ
の
装
飾
品

没
然

た

る

集

合

饂

物

水

同

千

策

女洞

同

宮

城

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ポ
ス
ク
ー
及
ト
ロ
フ
イ
岡
案
同

乗
馬
服
及
乗
馬
ク
ラ
ブ
サ
ロ
ン
室
内
装
飾
岡
同

案洵
水
浴
場
遊
戯
具
並
コ
ス
チ
ュ
ー
ム

彫

金

郡

蝉

文

花

器

鐵

製

水

盤

居

草

紋

小

筈

鳥
唐
草
模
様
胤
箱

喫

煙

具

同

長

野

同

鹿
兒
的

同

佐

買

う

き

わ

同

服

島

同

廣

島

木

彫

郡

坐
像
、

〔が
〕
ま
（
小
品
）

本

科

伊
藤
三
子
雄

長

野

同 本
科

正
美膊

村

田

典

一

松

尾

忠

次

島
崎
正
二
郎

森

田

民

蔵

仮
田
吉
村

島

根
東

1

ー、
,
J
 

↑ー
ノ

少

女

豫

科

吉
川

京

都

コ
ス
チ
ュ
ー
ム

同

剥泄水佐澤有木
水船藤柳井場

長
迎
常
雄

紳
奈
川

つ，
1
ゲ
旦

山

同

杉

浦

鼓

夫

愛

知

を

作

芳

威

少
女
の
首
、
男
の
訂

少
女
坐
像
、
婦
女
像

女

立

像

鋭弟

る

同

須

藤

周

雄

埼

玉

同

邦
輔
六
洲動

廣

島

島

東

京

同

東

1'‘
 

1JJ 

移
動
軽
食
堂
試
案

同

福
永

正一
元
次

熊

本

同

善

人

長

野

棉
市
計
劃
上
の
新
課
題

D
e
s
i
g
n
 f
o
r
 
s
q
u
a
r
e
 

九
つ
の
ス
テ
ー
ジ

・
コ
ス
チ
ュ
ー
ム

同

培
田
正
次
郎

てー、F
 .＇‘ 
ヽ

↑'`／ 

同

正

二

山

ロ

同

松
川

丞
~

束

京

同

春

彦

鹿

兒

島

同

前

田

弟

石

川
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同 同 同 同

鈴

木

祈

夫

福

島

高

柳

博

也

酒

井

道

治

下

林

数

生

菱
川

幸

男

廊

兒

島

高
柄

一艮
松

大

田

歳

夫

込

山

俊

男

宵
野
宮
野
宮
澤

治

正

岡

山

伊
藤
理
一
郎

三
河
義
太
郎

幸
一
政
一功

野

地

正

記

沓
澤
雄
太
郎
三
郎
三
郎
蔵
人

大

分

氏

名

同

茨

城

同 同

（
日
本
証
）氾一）

（油

松
元

鹿
兒
島

新
入
生
氏
名

〔出
身
学
校
省
略
〕

日
本
霊
科

秋

田

同

福

島

合

同

武
澤
嗚
瀬
長
沼
中
尾

醤

岡
1ii 

同

東

同

石

京）II

同

久

揺

井

同

高
田

肇
三勉新

埼

玉

鍛
金
部
：・：・:
-
．．．．．． 
0
:
 

•••
• 
0
:
・:
・…
…
-

錨
金
部
：
．．．
．．．． 

五
…
…

0
:．．．． 
0
…
…
・
:
 ．．．． 
五

漆
工
部
：
·
:
·
：

三
•
…

•
•O
:
·
·
:

0
:
·
·
:
·
:
·
:

-――

建

築

科

：・:・：
四
：

・・:
0
:・・:
0
:
……・・
：
四

圏
盟
師
範
科

：
·
…

-
五
：
·
·
:
O
:
·
·
:

0
:
…
…
•

一
五

計
：・：・

―
二
五
：・…

-
．．．．．． 
0
：…・

―
二
六

工
藝
科

同
平
常
成
績
品
（
師
範
科
に
於
て
は
卒
業
製
作
を
行
は
ず
）

習
作
（
油
迦
）

小
介
尾
崎

長

崎
ー
、J
 

1

ー、
，
 

廿

ーー
／

師

範

科

温
泉
地
に
建
つ
ホ
テ
ル
般
楽
場

美
術
家
街
計
盟

國
際
観
光
會
館

同

富
田
大
塚
大
澤
田
村

SlJ‘ ¢" 

-r 

正
夫

沼

‘1

同

哲
輔
常
雄
三
郎

束

京

同

佐

買

名

特

別
學
生

本

盟

科

：
・…

-
八
：

・・:
0
:…
.0
:．．．．．．． 
一
八

盟

科

：

・

・・
・
三
九
…
・:
O
・:
・
:
O
:
・
:
；：
三
九

塑
造
郡
：
·
：

一
四
：
…
•
一
：
·
·
:
0
:

．．．．
．．．
 一五六

彫
刻
科
一
木
彫
部
・
；
：
・
：
六
・:・:
O
:
・・
:
0
…
…
…
…

岡
案
部
：
·
…
-
四
：
…
．0
：
…

•
O…
…
·
：

一
四

彫
金
部
：
・:
・
：
六
：
・・:
0
:・・:
0
:
・・…
・:・：六

油

田

園

都

市

本
科

文
庫
（
秋
園
）

建

築

科

同

平

野

洞

吉

装

身

具

小

棚

同

東

京

富

山

小
島
理
吉
郎

島

根

日
科

本
科

卒
業
生
科
別
人
員

選
科

,r_
 

1-1-n
 

其
他
習
字
及
手
エ
（
木
工
、
金
工
、
染
色
刺
繍
）
の
作
品

山
本

一
夫
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里

内

直

次

國

領

辰

禰

黄

泊

埋

建
築
科

秋
元

喜
義

松
角
勇
次
郎

松

下

隆

治

栢
塚

金

鈍

瑛

満

生

茂

夫

提

逹

男

北
古
賀
一
郎

盆

田

信

行

松

村

稔

玄
吾
茂
保
芳
郎

伊
差
川
新
吉

杉

田

聰

三

生

駒

親

雄

大

山

倍

彫
刻
科
塑
造
部

田

風

王

式

廊

泰
造

宮
川

禄
郎

谷
ロ

廣

井

腸

毅

特
別
學
生

和

田

史

槻

奇

義

閻

鈎

l'c! 
犬 二

瓶
吉
田
利
柴
峠
原

油
證
科仲

井

潔

加
藤
長
一

大
橋
勘
一
郎

孝

忠

毅

加
藤
孝
一

餡

甫

謁

口

孝

次

白

澤

龍

生

梶

進

吉

田

政

次

天

華

谷
澤
鵜
飼
小
島
中
村
中
村
松
永
敏
太
郎

靡

江

静

致

天
野
山
木

一
郎毅

市
浩
寓
平
戻
兒

柏
木
甲
子
夫

小

畠

昇

李

純

節

越

智

正

人

井
上

恒
文
作
仁
朗

隆
二
蛙
可

花

摘

幹

夫

渡

邊

泰

辿

永

廣

四

郎

貞
廣
幸
一

鮫

島

宗

明

篠

窪

亮

長

岡

定

雄

熊

澤

欽

三

北

岡

文

雄

小

泉

富

司

吉

野

廣

行

一
可
耕
三fr.I

 

9
4
"
 

敏
夫

渡

泌

富

雄

三

尾

正

豊

酒

井

英

也

在
田

要

蔵

鈴

木

徳

平

本

間

敏

之

苑

徳

換

工
藝
科
岡
案
部

米

田

重

栂正己
敏
一艮

勝
三
敏
郎

吉
川
佐
藤
安
逹
川
本

彫
金
部新
井
遠
藤

鍛
金
部川
本

錨
金
部仮
田

漆
工
部小
介
片
岡

松
本
外
茂
次

堂

前

俊

雄

佐
原
雄
次
郎

田
村
耕
一

石
井
前
川

輝
夫
治
朗

料
本
小
泉

正
名

白
井
最
上
田
澤

正
孝
忠
敬
武
美
敏
郎

立
川

永
治

服
部

.
f
"
J
 

、
I

ー

-
|
 

赤
尾
田
所

刈
一ヽ
贔
司

彫
刻
科
木
彫
蔀

津

村

邦

雄

、-f
4
ゴ
↑‘

彦
ぶ

齋
藤
他
一
郎

寺
田

幹
夫
義
明

I―,I 吉
松

各
務
川
瀬

洲 1
J
 

原

府

J
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同
年

胆
芯
校
記
事
〔
九
。

S
.+-
．十ニ・ニ―
―〕数

授

数

授

助
教
授

昭
和
十
一
年
商
工
省
輸
出
工
藝
展
覧
會
審
査
委
員
ヲ
畷
託
ス

同

年

同

月

十

三

日

叙
動
二
等
投
瑞
貨
―耶

同
月
二
十
日

職
員
辟
令

昭
和
十
一
年
六
月
十
日

貨
動
局

各
通

佐

藤

辰

雄

数

授

岡

田

三
郎
助

豊
周

松

田

椛

六

商
工
省

和
田
高
村

二
造 友

治

同

年

七

月

一

日

内
閣

文
部
省

依
願
免
本
官

東
京
美
術
學
校
長
事
務
取
扱
ヲ
命
ス

補
美
術
研
究
所
長

陸
叙
高
等
官
三
等 内

閣

同
月
二
十
二
日

工
藝
科
漆
工
郡
勤
務
ヲ
命
ス

室

兼

務

ヲ

命

ス

本

校

同
年

文
部
省

数

授

香

取

秀

治

郎

数

授

矢

代

幸

雄

教

授

岡
田
三
郎
助

學

校

長

和

田

英

作

陽

工
藝
化
學

長

一
雄

彫
刻
科
木
彫
部
勤
務
ヲ
命
ス

闘
聾
師
範
科

石

河

彦

男

佐
々
木
節
雄

梅
田
渡
邊

安
友章

永
山
大
沼

宜
武動

利
雄
一
彦

峠

原

敏

夫

小
守
林
宇
吉

志

津

輝

雄

鈴

木

堅

司

巻
島

助

数

授

羽

下

但
木
彫
授
業
掠
任
ト
ス
本
校

助

教

授

磯

矢

〔担
〕

但
蒔
給
及
調
漆
授
業
披
任
ト
ス

修

任
東
京
美
術
學
校
助
数
授

文
部
省

員
木
大
島

各
通

諧

師

磯

矢

諧

師

羽

下

修
三陽

依
願
解
閲

許

統

琉

特
別
學
生

本
校
講
師
ヲ
嘱
託
ス

但
工
藝
科
塑
造
授
業
撥
任
ト
ス
本
校

講

師

高

島

米

峰

赤
松

元

二

苫

正

光

小

林

忠

雄

寺

島

成

和

甜

家

箭

村
田

豊

袴
田

誠

陸
叙
高
等
官
一
等

内
閣

騒

託

加

藤

鬼

頭

太

學
校

長

和

田

英

作

第2章制度確立期 740



任
陸
軍
歩
兵
大
佐

叙
動
四
等
授
瑞
窮
―章

叙
正
五
位

同
年
同
月
十
日 宮
内
省

同
年
同
月
一
日

宜
動
局

東
京
美
術
根
校
服
務
ヲ
命
ス

内
閣

数

授

矢

代

幸

雄

数

授

生
徒
主
事
兼
教
授

陸
軍
省
輻
頂
兵
第
一
聯
隊
附

陸
軍
輻
菫
兵
中
佐

多
賀
谷
純
吉

佐

々

木

卓

松
崎

逹
郎

本
間
幸
太
郎

歩
兵
第
一
聯
隊
附

陸
軍
歩
兵
大
佐

柚
濱
高
等
工
業
學
校
枇
泊
高
等
工
業
學
校
附
設
工
業
教
員
投
成
所
服
務
ヲ
命

松

崎

逹

郎

陸
軍
歩
兵
中
佐

従
五
位
勁
四
等

同
年 叙
従
六
位
宮
内
省

美
術

二
脚
ス
ル
調
査
ヲ
底
託
ス

同
年
同
月
十
五
日

文
部
省

同
月
九
日

ス

陸
軍
省

商
工
省

文
郡
省

数

授

海

野

洞

底

託

北

補

大

介

放

授

岡

田

三

郎

助

同
月
三
日

東
京
美
術
學
校
名
務
数
授
ノ
名
稲
ヲ
授
ク

昭
和
十

一
年
八
月
二
十
日

ー
レ

・
ク
ー
ロ
ン

伊
太
利
國
皇
帝
陛
下
ョ
リ
附
典
、
ン
タ
ル
「
コ
ン
マ
ン
ド

ヌ
」
勘
章
ヲ
受
領
シ
及
ビ
侃
用
ス
ル
ヲ
允
許
セ
ラ
ル
賞
動
局

同
年
九
月
一
日

任
東
京
美
術
學
校
長

東
京
美
術
學
校
長
事
務
取
扱
ヲ
免
ス

臥
米
各
醗
へ
出
張
ヲ
命
ス

同
年

同
月
十
八
日

山
崎
党
太
郎

芝

田

徹

心

文
部
省
闘
害
局
長

正
四
位
勁
二
等

内
閣
叙
高
等
官
一
等

叙
従
五
位

同
年

八
月
l

日

陸
叙
高
等
官
五
等
内
閣

同
年
同
月
二
日

宮
内
省

数

授

海

野

浦

数

授

香

取

秀

治

郎

叙
従
三
位

同

年

同

月

十
五
日
宮
内
省

正

四

位

動

三

等

和

田

英

作

特
旨
ヲ
以
テ
位
一
級
被
進

数

工
蝕
品
ノ
楡
出
培
進
二
欄
ス
ル
調
査
ヲ
頻
託
ス

同
年

同
月
八
日

内
閣

同
年

助
数
授
山
崎
党
太
郎

商
工
省

叙
動
五
等
授
瑞
役
蹂
賞
動
局

同
年
同
月
十
八
日

授

矢
代

幸
雄

〔如〕

従

三

位

動

三

等

和

田

英

作
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昭
和
十
一
年
文
部
省
美
術
展
覧
會
委
員
ヲ
委
騒
ス

講

師

石

澤

正

男

私
は
今
度
闘
ら
ず
も
命
に
よ
り
て
本
校
々
長
の
職
に
就
く
こ
と
に
な
り
ま
し

文
部
省

従

六

位

杉

田

梢

従

六

位

矢

澤

貞

則

従
五
位

従
五
位

正
六
位
劾
五
等

正
六
位

従
六
位

正
七
位

従
七
位

正
八
位

高

村

豊

周

痰
川
松
五
郎

松

田

櫂

六

川
崎

階
一

海

野

洞

石
田
田
邊

従
五
位
動
六
等

従
五
位
動
四
等

従
五
位
動
五
等

従
五
位
動
五
等

従
五
位
動
六
等

従
四
位
動
六
等

従
四
位
勁
六
等

従
五
位

六
角
注
多
艮

小
林

薦
吾

津

田

信

夫

清

水

組

蔵

建
畠
涸
一
郎

傭

介

文

夫

北

村

西

望

南

貨

辿

和
田

三
造

香
取
秀
治
郎
英
一
至

従
四
位
勁
三
等
藤
島

従
四
位
動
一
一
一
等
結
城

貞
松
t
 

五ル

正
四
位
勁
二
等

岡
田
三
郎
助

芝
田
校
長
就
任
に
際
し
生
徒
へ
訓
示

り゚

た
雇

豊
島
園
西
巣
鴨
ニ
ノ
ニ

0
四
七
櫻
井
方
へ
韓
居
せ
ら

内
閣

東
洋
工
藝
史
授
業
把
任
ヲ
命
ス

同

年

十

月

二
日

國
際
観
光
委
員
會
委
員
被
仰
付

同
年
十
一
月
二
日

陸
絞
高
等
官
五
等

〇
鳩
ヶ
谷
〔
敏
治
〕
れ
ま
し
た

教
授
兼
生
徒
主
事

叙
勁
六
等
授
瑞
賓
章

賞
動
局

〇
常
岡
〔文
亀
〕
助
放
授
下
谷
犀
上
野
櫻
木
町
二
九
へ
轄
居
せ
ら
れ
ま
し
た

〇
加
藤
〔金
美
〕

雇
王
子
麿
稲
付
町
五
ノ
九
三
四
へ
轄
居
せ
ら
れ
ま
し
た

0
瀬
谷
〔義
広
〕
書
記

王
子
屈
志
茂
町

一
ノ
七
九
五
へ
轄
居
せ
ら
れ
ま
し
た

0
金
澤
〔店
治
〕
助
教
授
帥
奈
川
縣
高
座
郡
藤
澤
町
鵠
沼
字
藤
ヶ
谷
六
八

0
三

ノ
ニ
0
一
へ
轄
居
せ
ら
れ
ま
し
た

〇
廣
川
〔松
五
郎
〕
放
授
板
橋
馬
中
新
井
町
ニ
ノ
九
ニ

―
へ
韓
居
せ
ら
れ
ま
し

0
元
本
校
配
屈
将
校
陸
軍
砲
兵
中
佐
森
重
幡
雄
氏
は
本
校
勤
務
中
病
に
罹
り
郷

里
山
口
縣
萩
市
大
字
堀
内
に
引
陀
り
療
益
中
の
慮
十

一
月
六
日
死
去
せ
ら
れ
た

昭
和
十
一
年
九
月
十
五
日

内
閣
本
佼

教

授

田

邊

至

正
三
位
勃

一
等

田
邊

孝
次

正

木

直

彦
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た
。
私
も
已
に
相
営
の
年
齢
で
あ
り
ま
し
て
教
育
の
事
業
に
は
三
十
年
程
の
控

験
を
持
つ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
何
分
墨
徳
才
能
共
に
見
る
べ
き
も
の
な

＜
殊
に
従
来
美
術
界
の
こ
と
に
は
除
り
脳
係
致
さ
な
か
っ
た
の
で
斯
界
の
消
息

に
通
ぜ
ず
果
し
て
此
の
重
任
を
全
う
し
得
る
や
否
や
頗
る
懸
念
致
し
た
の
で
あ

り
ま
す
が
、
官
命
辞
し
難
く
終
に
お
受
を
致
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
幸
に
本
校

に
は
夫
々
の
専
門
に
於
て
我
國
第
一
流
の
先
生
方
が
御
揃
に
な
っ
て
居
る
の
で

あ
る
か
ら
皆
様
の
御
協
力
に
信
頓
し
至
誠
を
以
て
事
に
常
る
な
ら
ば
ど
う
に
か

職
●
以
を
粛
し
得
る
か
と
考
へ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
か
ら
宜
敷
御
願
を
致
し
ま

す。
私
は
故
に
就
任
挨
拶
に
代
へ
て
三
つ
の
こ
と
を
申
述
べ
て
四
き
た
い
と
思
ふ

の
で
あ
り
ま
す
。

其
の
一
は
十
敷
年
前
か
ら
私
の
抱
い
て
居
る
信
念
で
あ
り
ま
す
。

、
、
、
、

世
間
で
は
多
く
有
為
有
能
の
人
た
ら
ん
こ
と
を
理
想
と
す
る
様
で
あ
り
ま
す

、、

が
、
私
は
之
に
反
し
て
無
為
を
以
て
理
想
と
致
し
て
居
る
者
で
あ
り
ま
す
。
併

し
之
に
は
少
し
説
明
を
要
し
ま
す
。
私
の
云
ふ
無
為
に
は
二
つ
の
―意
味
が
あ
り

ま
す
。
第
一
は
作
為
無
し
と
云
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
彼
是
人
為
的
の
技
工
を

弄
し
た
り
、
策
略
を
廻
ら
し
樅
謀
術
敷
を
施
し
て
仕
事
を
す
る
こ
と
は
数
育
界

に
於
て
は
絶
射
に
避
く
べ
き
こ
と
4
考
へ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
何
事
も
腹

と
腹
と
を
打
ち
明
け
て
協
議
を
遂
げ
其
の
自
然
の
決
定
を
待
ち
て
事
を
運
び
度

第
二
の
1

意
味
は
必
要
以
上
の
仕
事
を
為
さ
ず
と
云
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
世

問
で
は
往
々
自
分
の
在
職
中
に
斯
々
の
こ
と
し
た
と
云
ふ
功
績
を
立
て
ん
が
為

め
に
好
で
仕
事
を
為
さ
ん
と
す
る
人
が
あ
り
ま
す
が
、
之
は
決
し
て
悪
い
こ
と

で
は
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
私
の
信
念
は
之
を
許
さ
な
い
。
私
の
考
で
は

い
と
考
ふ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

に
適
ひ
其
の
機
能
を
十
分
に
衰
揮
す
る
為
め
に
は
其
の
関
麓
を
楠
成
せ
る
各
自

〔仮〕

物
事
は
凡
て
時
機
の
至
る
を
待
ち
て
四
行
す
べ
き
も
の
で
、
例
令
苫
い
事
で

も
、
時
機
の
熟
す
る
の
を
待
た
ず
し
て
、
人
為
的
に
自
分
の
名
務
心
や
何
か
か

ら
割
り
出
し
て
急
い
で
事
を
為
さ
ん
と
す
る
こ
と
は
、
天
地
自
然
の
理
に
反
す

る
こ
と
で
決
し
て
善
い
こ
と
4

ほ
云
へ
な
い
と
確
信
す
る
者
で
あ
り
ま
す
。
昔

の
言
葉
に
一
将
功
成
り
て
萬
骨
枯
る
と
云
ふ
語
が
あ
り
ま
す
が
、
昔
の
雄
将
の

中
に
は
斯
る
人
も
あ
っ
た
で
あ
り
ま
せ
う
が
之
は
決
し
て
吾
々
の
學
ぶ
べ
き
こ

と
で
は
な
い
。
特
に
學
校
長
な
ど
は
何
所
迄
も
放
育
本
位
學
校
本
位
で
行
動
す

べ
き
で
、
換
言
す
れ
ば
数
職
員
及
生
徒
全
憫
の
為
め
に
は
甘
ん
じ
て

P
u
b
l
i
c

s
e
r
v
a
n
t
と
し
て
湛
力
す
る
と
云
ふ
党
悟
を
以
て
居
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

従
っ
て
自
己
の
主
観
を
遮
二
無
二
に
主
張
し
て
平
地
に
波
濶
を
起
す
様
な
こ
と

は
避
く
べ
ぎ
で
あ
る
と
考
へ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。

私
は
以
上
二
の
意
味
に
於
け
る
無
為
を
以
て
「
モ
ッ
ト
ー
」
と
し
て
居
る
者

で
あ
り
ま
す
が
、
其
れ
か
と
云
つ
て
何
事
も
せ
ず
に
徒
ら
に
祗
を
貪
ら
ん
と
云

ふ
柚
着
な
考
を
持
つ
て
居
る
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
必
要
な
こ
と
、
學
校
の

岱
、
数
育
の
為
、
國
家
の
為
に
是
非
行
は
ね
ば
な
ら
ぬ
と
信
ず
る
こ
と
は
萬
難

を
排
し
て
も
断
行
せ
ね
ば
な
ら
ん
と
云
ふ
貢
任
惑
に
於
て
敢
て
人
後
に
落
ち
な

い
放
で
あ
り
ま
す
か
ら
是
叉
御
承
知
を
願
つ
て
四
き
ま
す
。
之
を
要
す
る
に
無

事
澄
然
、
有
事
薪
然
、
之
は
私
が
日
常
服
贋
致
し
て
居
る
格
言
の

―
つ
で
あ
り

ま
す
。其
二
は
學
校
長
と
し
て
の
希
望
で
あ
り
ま
し
て
、
更
め
て
申
す
迄
も
な
い
こ

、
、
、
、

と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
同
心
協
力
と
云
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
云
ふ
迄
も
な

＜
學
校
は
一
の
組
織
あ
る
園
閤
で
あ
り
ま
す
。
此
の
園
儒
が
其
の
設
立
の
目
的

が
、
能
＜
園
陀
の
目
的
を
自
覺
し
同
心
協
力
し
て
全
憫
の
為
め
に
盛
す
と
云
ふ
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氣
持
で
行
動
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ん
。
人
は
其
の
面
貌
の
異
る
如
く
其
の
氣
象
も

思
想
も
感
情
も
其
々
異
つ
て
居
る
こ
と
は
申
す
迄
も
あ
り
ま
せ
ん
。
其
は
決
し

て
一
様
に
揃
へ
る
必
要
は
な
い
の
み
な
ら
ず
、
到
底
不
可
能
の
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
否
寧
ろ
各
人
各
様
に
獨
特
の
長
所
を
焚
揮
す
る
こ
と
は
大
に
必
要
な
こ
と

で
、
殊
に
藝
術
家
た
ら
ん
と
す
る
者
は
各
自
の
個
性
、
各
自
の
天
分
を
伸
長
す

る
こ
と
が
極
め
て
大
切
な
こ
と
4
考
へ
ま
す
る
が
、
併
し
一
方
個
性
は
個
性
と

し
て
確
保
し
つ

4

共
同
目
的
の
為
め
に
は
互
に
力
を
協
し
心
を
一
に
し
て
公
の

危
め
に
盤
す
と
云
ふ
工
夫
を
致
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ん
と
思
ふ
。
お
互
に
些
細
な

〔
れ
る
〕

事
や
、
小
さ
な
感
情
等
に
捕
は
れ
こ
と
な
く
常
に
大
乗
的
見
地
に
立
ち
、
大
局

よ
り
判
断
し
て
、
小
異
を
捨
て
大
同
に
着
く
の
覺
悟
を
持
つ
て
頂
き
度
い
、
斯

く
し
て
校
長
、
数
職
員
、
生
徒
一
同
が
打
ち
て
一
丸
と
な
り
妓
に
平
和
に
し
て

叉
正
し
く
且
強
固
な
る
園
骰
が
成
立
つ
と
き
は
其
の
圏
憫
、
其
の
學
校
の
成
果

は
必
ず
や
睛
目
し
て
賭
る
べ
き
も
の
が
あ
る
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
聖
徳
太

子
の
十
七
〔
條
〕
憲
法
に
あ
る
以
和
為
貴
無
杵
為
宗
と
の
数
へ
は
千
古
の
至
言
で

我
々
は
常
に
服
贋
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
思
ひ
ま
す
。

其
三
は
修
投
に
閥
し
た
こ
と
で
主
と
し
て
生
徒
諸
君
の
留
意
を
求
む
る
の
で

〔
は
〕

あ
る
が
、
本
校
規
則
第
一
章
第
一
條
に
本
校
ハ
「
専
門
學
校
令
二
採
リ
専
門
ノ

美
術
家
ヲ
捉
成
ス
ル
ヲ
主
旨
ト
シ
兼
テ
閻
霊
及
手
エ
赦
員
ヲ
投
成
ス
」
と
あ
り

ま
す
。

さ
れ
ば
生
徒
諸
君
は
賂
来
専
門
の
美
術
家
と
な
り
若
く
は
園
霊
手
エ
の
数
員

と
な
る
の
で
あ
る
が
、
偕
員
の
美
術
家
と
な
り
員
の
数
員
と
な
る
に
は
如
何
な

る
修
蓑
を
稲
む
べ
ぎ
か
と
云
ふ
貼
に
思
を
致
す
と
き
、
妓
に
一
大
決
心
一
大
登

柄
を
決
め
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
古
来
文
化
の
理
想
と
し
て
は
慎
苦

美
の
三
つ
若
く
は
箕
善
芙
聖
の
四
が
罪
げ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
結
局
文

一致〕

、

、

、

化
の
極
地
は
美
、
若
く
は
美
聖
に
蹄
す
る
の
で
あ
る
と
思
ふ
。
何
と
な
れ
ば
員

は
必
ず
し
も
善
美
を
條
件
と
し
な
い
。
又
善
も
必
ず
し
も
員
美
を
條
件
と
し
な

い
、
箕
は
典
の
み
に
て
、
善
は
善
の
み
に
て
成
立
す
る
も
獨
り
美
に
至
り
て
は

箕
善
を
極
め
而
も
之
を
超
越
し
た
る
慮
に
至
り
て
始
め
て
本
営
の
美
が
成
立
す

る
か
ら
で
あ
る
。
併
し
斯
く
見
る
こ
と
は
美
の
概
念
を
故
意
に
披
げ
過
ぎ
た
の

で
談
っ
た
考
で
あ
る
と
論
ず
る
人
も
あ
り
ま
せ
う
。
勿
論
其
は
美
と
云
ふ
こ
と

の
意
味
に
よ
る
の
で
相
営
議
論
の
餘
地
も
あ
り
ま
せ
う
が
、
私
は
願
く
ば
美
と

云
ふ
こ
と
を
其
所
迄
高
く
解
秤
し
、
美
と
聖
と
を
一
合
せ
し
め
、
美
の
外
に
別

に
聖
の
理
想
を
立
つ
る
必
要
な
き
迄
に
、
美
の
意
義
を
高
調
し
た
い
の
で
あ
り

〔
て
の
〕

ま
す
。

「
シ
ョ
ペ
ン
ハ
ウ
ヱ
ル
」
は
彼
の
有
名
な
「
慈
志
と
現
識
と
し
て
世

界
」
の
中
に
、
美
を
説
明
し
て
「
認
識
が
意
志
の
使
役
を
離
れ
、
そ
の
個
憫
と

〔対
力
〕

し
て
の
我
を
忘
れ
、
純
梓
で
慾
を
捨
て
時
間
を
超
絶
し
、

一
切
の
相
待
的
閥
係

に
拘
ら
ざ
る
純
梓
認
識
の
主
観
に
す
る
の
が
美
の
約
束
で
あ
る
云
々
」

又
他
の
所
で
は
「
此
く
客
観
を
純
粋
に
直
観
し
て
居
て
も
、
そ
れ
と
意
志
と

の
交
渉
、
個
性
人
格
と
の
闊
係
が
再
び
愁
識
に
上
つ
て
来
て
は
、
美
の
化
城
は

忽
ち
消
え
て
、
我
々
は
根
披
の
原
理
に
支
配
せ
ら
れ
る
認
識
に
戻
り
、
そ
れ
か

ら
は
観
念
を
認
め
ず
に
連
鎖
の
一
と
し
て
一
々
の
物
を
見
、
我
自
ら
も
そ
の
連

鎖
の
中
に
入
っ
て
悲
惨
の
中
に
再
び
沈
ん
で
し
ま
ふ
。
云
々
」
と
説
明
し
て
美

と
云
を
意
識
は
意
志
を
離
れ
慾
を
棄
て
、
時
間
を
超
越
し
、
全
く
俗
人
の
境
を

脱
し
て
客
観
物
（
美
の
到
象
）
と
一
致
融
合
し
て
三
昧
の
境
に
入
り
た
る
際
に

起
る
も
の
な
り
と
説
明
し
て
居
る
。
此
の
説
に
従
へ
ば
此
は
宗
教
に
所
謂
悟
の

境
地
、
聖
の
松
域
に
逹
し
た
る
も
の
と
云
ふ
べ
く
、
従
っ
て
慎
善
を
も
超
越
し

た
る
境
地
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
と
思
ふ
。
叉
孔
子
は
論
語
に
門
人
に
到
し
て
各

其
の
志
を
述
べ
し

め
た
る
に
子
路
は
志
を
得
て
千
乗
の
際
を
治
め
る
こ
と
に
な
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段
と
高
雅
な
る
修
養
を
稲
む
の
登
悟
を
し
て
貰
は
ね
ば
な
ら
む
と
思
ふ
。

そ
れ
に
は
ど
う
し
て
も
人
一
倍
と
高
き
修
挫
を
積
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。
之
を
要
す

れ
ば
三
年
の
中
に
勇
あ
り
て
且
つ
方
を
知
ら
し
む
べ
し
云
々
。
円
求
、
公

西

華
、
叉
各
國
を
治
め
る
こ
と
又
は
小
相
と
な
ら
む
こ
と
を
述
べ
た
。
最
後
に
早

哲
は
琴
を
弾
じ
て
居
た
が
之
を
止
め
て
「
葵
春
に
は
春
服
既
に
成
り
、
冠
者
五

六
人
、
競
子
六
七
人
、
祈
に
浴
し
、
舞
雰
に
風
し
、
詠
じ
て
蹄
ら
ん
」
夫
子
哨

然
と
し
て
唖
じ
て
曰
く
「
吾
汝
に
典
せ
ん
」
之
は
直
接
美
を
高
調
せ
る
語
で
は

〔
が
〕

な
い
か
、
藝
に
滸
ぶ
こ
と
は
世
俗
的
の
名
唇
、
政
治
的
功
業
を
立
つ
る
こ
と
よ

り
も
一
段
と
高
尚
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
放
へ
ら
れ
た
も
の
と
し
て
味
ふ
べ

き
で
あ
る
と
思
ふ
。

斯
く
考
へ
来
る
と
き
は
将
来
美
術
家
と
し
て
荻
に
精
進
せ
ん
と
す
る
諸
君
は

斯
る
境
地
に
逹
す
る
こ
と
を
理
想
と
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
従
っ
て
其
の
修
蓑
は
常

人
や
俗
人
以
上
に
秀
ず
る
の
覺
悟
を
要
す
る
次
第
で
あ
る
。

又
師
範
科
に
學
ん
で
賂
来
教
育
家
た
ら
ん
と
す
る
諸
君
は
更
に
叉
人
の
師
表

と
し
て
、
學
生
生
徒
を
蓋
化
す
る
の
登
悟
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

聖
上
陛
下
が
昭
和
六
年
東
京
高
等
師
範
六
十
周
年
記
念
式
に
臨
御
あ
ら
せ
ら

〔
殊
力
〕

健
全
ナ
ル
闊
民
ノ
雅
成
ハ
―
二
師
表
タ
ル
モ
ノ
、
徳
化
二
佼
ツ
事
二
教
育

ニ
従
フ
者
其
レ
哲
助
努
カ
セ
ヨ

と
畏
き
勅
語
を
賜
っ
た
の
で
あ
る
。
数
育
者
及
将
来
数
育
者
た
ら
む
と
す
る

者
は
一
に
此
の
聖
旨
を
儒
し
て
奉
公
の
誠
を
盤
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、

る
に
賂
束
専
門
の
美
術
家
た
ら
ん
と
す
る
諸
君
も
叉
赦
育
家
た
ら
ん
と
す
る
諸

君
も
各
自
其
の
天
職
に
思
を
致
す
な
ら
ば
、
他
の
學
校
に
學
ぶ
青
年
よ
り
も

一

以
上
所
懐
の
一
端
を
述
べ
て
挨
拶
に
代
へ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

れ
ま
し
て

和
田
英
作
校
長
の
辞
職
・
名
誉
教
授
の
称
号
贈
与

既
述
(
7
2
0
頁
）
の
よ
う
に
、
松
田
改
組
の
際
に
帝
国
美
術
院

・
帝
展
改
作
者
側

の
一
人
と
し
て
反
対
派
の
攻
摯
の
的
と
な
っ
た
和
田
校
長
で
あ
っ
た
が
、
昭
和

十
一
年
春
、
か
ろ
う
じ
て
改
組
第
一
回
帝
展
が
開
か
れ
た
後
も
美
術
界
の
波
瀾

は
治
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
文
部
省
当
局
の
不
手
際
な
措
置
が
波
瀾
を
さ
ら
に
か
き

立
て
る
結
果
を
招
い
た
た
め
、
和
旧
校
長
の
犠
牲
的
努
力
も
水
泡
に
帰
し
た
。

即
ち
、
松
田
文
相
は
こ
の
昭
和
十
一
年
二
月
に
突
然
死
去
し
、
川
崎
卓
吉
が
文

相
と
な
っ
た
が
、
間
も
な
く
ニ

・
ニ
六
事
件
が
起
こ
り
、
そ
の
た
め
岡
田
内
閣

が
街
れ
て
広
田
内
閣
が
成
立
。
平
生
鋲
三
郎
が
文
相
と
な
っ
た
。
そ
の
際
、
第

一
部
会
（
旧
帝
展
第

一
部
日
本
画
部
門
作
家
の
組
織
。
中
心
は
松
岡
映
丘
、
小

奎
翠
雲
、
荒
木
十
畝
、
松
林
桂
月
ら
）
は
飛
田
周
山
、
島
田
墾
仙
、
矢
沢
弦

月
、
野
田
九
浦
、
勝
田
蕉
琴
を
代
表
に
立
て
て
再
改
革
試
案
を
文
相
に
提
出

し
、
第
二
部
会
（
同
第
二
部
洋
画
部
門
作
家
の
組
織
）
も
岡
田
一
一一
郎
助
、
藤
島

武
二
、
和
田
一二
造
、
中
村
不
折
、
中
沢
弘
光
、
満
谷
国
四
郎
、
南
策
造
の
七
名

が
再
改
革
の
意
見
書
を
文
相
に
提
出
し
た
。
因
み
に
矢
沢
弦
月
、
岡
田
三
郎

助
、
藤
島
武
二
、
和
田
三
造
、
南
策
造
は
本
校
現
職
教
官
で
あ
る
。
文
相
は
こ

れ
ら
の
意
見
を
聞
い
た
上
で
再
改
革
に
踏
み
切
り
、
前
年
帝
国
美
術
院
総
会
で

決
定
し
た
事
柄
を
白
紙
に
戻
し
、
参
与
、
指
定
な
ど
の
格
付
け
を
撤
廃
し
、
展

覧
会
は
以
後
文
部
省
が
主
催
す
る
こ
と
と
し
、
か
つ
新
文
展
は
第
四
部
（
エ

芸
）

以
外
は
有
鑑
査
展
（
鑑
壺
に
合
格
し
た
公
募
作
を
展
観
）
と
招
待
展
（
帝

国
美
術
院
会
員
、
院
長
指
名
の
招
待
者
の
作
品
を
展
観
）
に
分
け
て
時
期
を
ず

ら
せ
て
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
は
旧
帝
展
の
弊
害
の
根
源
と
な
っ
て
い

た
無
鑑
査
特
権
を
ま
た
復
活
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
し
、
し
か
も
準
備
段
階
に
お

①
 
関

連

事

項
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